
の
ご
指
摘
を
い
た
だ
き
な
が

ら
の
発
行
だ
っ
た
と
感
じ
ま

す
。

　

こ
れ
か
ら
も
議
会
活
動
を

市
民
に
伝
え
る
た
め
の
紙
面

づ
く
り
に
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
鈴
木　

実
）

広
報
広
聴
委
員
会

委
員
長　

佐
々
木
好
博

副
委
員
長　

伊
藤　

善
博

委　
　

員　

熊
谷　

康
信

〃  　
　

浅
田　

琢
哉

〃  　
　

遠
藤
真
理
子

〃  　
　

鈴
木　
　

実

〃  　
　

永
島　

順
子

〃  　
　

曽
根　

充
敏

〃  　
　

岩
淵　

正
宏

議　
　

長　

 

関　
　
　

孝

　

議
会
だ
よ
り
の
編
集
に
携

わ
り
、
早
４
年
に
な
ろ
う
と

し
て
い
ま
す
。

　

読
者
が
手
に
と
り
た
く
な

る
、
読
者
に
伝
わ
る
議
会
だ

よ
り
を
め
ざ
し
て
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
に
力
を
尽
く
し
て
き
ま

し
た
。

　

広
報
広
聴
委
員
会
の
一
人

と
し
て
、
議
会
運
営
や
条
例

の
読
み
解
き
、
市
民
に
伝
え

る
役
割
の
大
き
さ
を
学
ぶ
機

会
を
与
え
て
い
た
だ
い
た
と

い
う
実
感
で
す
。

　
「
あ
と
が
き
」
は
２
度
目

と
な
り
ま
す
が
、
広
報
広
聴

の
委
員
同
士
が
切
磋
琢
磨

し
、
迷
い
、
悩
み
、
市
民
の

み
な
さ
ん
や
先
輩
議
員
か
ら

　雪が降る中、冬景色を見つめている人物を描きました。この絵
では、色使いを工夫することによって、冬の寒さを表現しようと
しました。頰や手の肌の赤み、吐く息の白さはもちろんですが、
一番工夫したのは空の色です。水色だけでなく紫を入れ、空の色
と全体の色を合わせることで絵に統一感を出し、違和感のないグ
ラデーションに調整しました。
　冬は、他の季節に比べて幻想的な景色が多いように思います。
中でも、夕暮れ時に雪と夕日が輝き合う景色がとても好きです。
めったに見ることができない景色ですが、キラキラと光る中に佇
んでいる時は、まさに幻想的です。これからも、いろいろな景色
を目と心に焼き付け、表現していきたいと思っています。

登米総合産業高等学校 １年　阿部　凜子
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議会からのお知らせ議会からのお知らせ議会からのお知らせ

　本会議はインターネット中
継でご覧になれます。
　ご不明な点等がございまし
たら議会事務局までお問合せ
ください。

2月定期議会
開 会 中

スマホで！

表
紙
の
絵
に
つ
い
て

議
場
で
市
民
歌
・
校
歌
斉
唱

議会中継 facebook

タイトル：冬のカレンダー

　

登
米
市
議
会
で
は
、
そ
の
年
、
最

初
の
議
会
に
先
立
ち
、
市
民
歌
を
斉

唱
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
７
年
は
米
山
東
小
学
校
５
・

６
年
生
37
名
の
皆
さ
ん
に
斉
唱
し
て

い
た
だ
き
、
そ
の
後
、
議
会
を
傍
聴

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

素
敵
な
歌
声
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

（
１
月
15
日
）

あ　べ りん こ

と
め
市
議
会
だ
よ
り
　
第
8
2
号

令
和
７
年
２
月
2
1
日
発
行

発
行
／
宮
城
県
登
米
市
議
会
〒
987－0595登

米
市
迫
町
佐
沼
字
中
江
二
丁
目
6番
地
1

編
集
／
広
報
広
聴
委
員
会
☎
0220－22－1913

FAX0220－22－9225

あ
と
が
き

タイトル：冬のカレンダー 
作　　者：登米総合産業高等学校
　　　　　１年　阿部　凜子
作　　画：デジタル画

あ　べ りん  こ
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定数検討においては議会機能の有り方が重要となるため、
まず現状の本市議会の運営方法である「本会議中心主義」を
「委員会中心主義」へ転換すべきとした。
その上で、客観的なデータによる比較分析や専門家の意見
を参考に、最終的に現状維持の26人と２人削減の24人の２案
に整理、報告した。

全員協議会を経て議会へ提出
　議員定数のあり方について、市民、議会モニターとの意見交換会や議
員研修会等を実施。そこから登米市政の現状と課題、議会が果たす役
割なども考慮し検討を重ねた。
　その結果、議員個人の活動や各委員会を通した議会活動を更に活性
化することで議会力を強化していく考えから、議会運営委員会として２減
案と結論づけた。

議員定数削減

26人

24人

・一会派から議長へ議員定数
の検討について申出書が提出
される

・議会改革推進会議で検討を
開始

2018 2019

・議会改革推進会議が検討結果報告書を提出

2020

・議会改革会議の報告を受け
「委員会中心主義移行」への
検討開始

・12月定期議会で発議

2021

2024

・議会運営委員会において
「委員会中心主義」の具体化に
向けた検討を開始

2022
・「委員会中心主義」の充実に
　向けた研修会の実施
・「委員会中心主義」移行実施

2023

市民との意見交換会議員研修会
※採決結果欄　（〇）は賛成、（×）は反対または賛成しなかったもの、（欠）は欠席。

●審議結果

反　
　

対

賛　
　

成

議
決
結
果

関　
　
　

孝

氏
家　

英
人

八
木
し
み
子

相
澤　

吉
悦

田
口　

政
信

伊
藤　
　

栄

及
川　

昌
憲

中
澤　
　

宏

岩
淵　

正
宏

武
田　

節
夫

工
藤　

淳
子

佐
々
木
幸
一

日
下　
　

俊

熊
谷　

和
弘

佐
藤
千
賀
子

岩
渕　

正
弘

須
藤　

幸
喜

佐
々
木
好
博

曽
根　

充
敏

首
藤　

忠
則

永
島　

順
子

鈴
木　
　

実

伊
藤　

善
博

遠
藤
真
理
子

浅
田　

琢
哉

熊
谷　

康
信

2625242322212019181716151413121110987654321
議員氏名 採　　　　決　　　　結　　　　果

議案名

否決195○ × ○ × × × ○ × × × ○ × × × × × × × × × ○ × × × 欠
発議第4号（修正案：22人）
登米市議会議員定数条例
の一部を改正する条例に
対する修正動議

発議第4号（原案：２4人）
登米市議会議員定数条例
の一部を改正する条例に
ついて

議　

長

可決717× ○ × ○ × ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 欠
議　

長

発議第４号「登米市議会議員定数条例の一部改正」の審議内容

討　論 討　論 

▶原案（24人案）に賛成▶原案（24人案）に賛成

▶原案、修正案共に反対（26人の現状維持）▶原案、修正案共に反対（26人の現状維持）

▶修正案（22人案）に賛成▶修正案（22人案）に賛成

採決結果採決結果
　　賛成多数により原案【定数24人案】を可決　　賛成多数により原案【定数24人案】を可決

発議　【定数24人案】　　　　　　　　　　　　　提出者　議会運営委員会委員長　及川昌憲議員
議会運営委員会より、これまでの議会内議論を踏まえた最終合意として、現在の議員定数26人
から24人にする改正案を提出。

動議　【定数22人案】（発議に対する修正動議） 発議者 岩渕正弘議員・伊藤栄議員・首藤忠則議員
①財政的な要因、②人口減少の要因、③市民の意思の反映、④議会の効率性、⑤他自治体との
比較により、議員定数24人ではなく22人とするべきとして、発議に対して修正動議を提出。

・これまで長く議論をし、合議によってまとめてきたものと捉えている。人口比例方式では市民
72,000人を3,000人で割った数が24人である。将来的な状況についてはその時々での判断によるべ
き。

・「議会は妥協の産物である」という先輩からの言葉がある。会派や議会運営委員会でしっかり話
し合いを重ねた上で２人減にしたと捉えている。 

・市民が求めていることは議員を減らすことではない。議会が合議を図って市民の負託に応えること
こそが大切だ。合議により決定した内容であることから、原案に賛成する。 

・特別に本市の議員が多い訳ではない。広大な面積と旧町域、中心部を抱える本市において、議員を
減らすことが市民の有益になるという理由が見つからない。また、委員会中心主義に移行した今の
時期に定数を削減することは、マイナス効果が強くなることから両案に反対する。

・１人、２人の削減で何が変わるのかという市民意見がある。様々な媒体が進化してきており、地域
の声を聞き取る手段はある。４人削減とすることで市民に評価いただける議会になるのではないか。

・４人削減は、常任委員会の構成人数が明確である。人口カバー率から見ても、人口減少を見据え
たものとなっている。また、意見募集で「議員が多すぎる」との市民の声もあることから、将来
を見据えたうえでの改革とすべく修正案に賛成する。

【鈴木　実議員】

【佐々木好博議員】

【武田節夫議員】

【岩淵正宏議員】

【熊谷康信議員】

【遠藤真理子議員】

２３

委　

員　

会

定
期
議
会

特　
　

集

議
会
か
ら
の
提
言

一
般
質
問

委　

員　

会

定
期
議
会

特　
　

集

議
会
に
よ
る
提
言

一
般
質
問
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令和6年定例会12月定期議会は12月2日～12月19日までの18日間開催され、
議案35件を審議し、すべて原案のとおり可決しました。

12月定期議会で話し合ったこと

■ 補正予算

＊議案第71号 令和6年度 一般会計補正予算（第5号）から
　議案第90号 令和6年度 老人保健施設事業会計補正予算（第2号）まで

（条例の制定、廃止を除く）

主な補正内容は下記のとおりです。

・給食センター管理運営費
　市内5ヶ所の学校給食センターの運営に要する経費で、
米の購入価格の高騰に伴い、賄材料費を増額するもの。

　　　　　　　　　　　

・スクールバス等運行管理費
　燃料費や人件費の高騰により運行単価が上昇したこと
や、下校時間の変更などに伴う臨時便利用の増加が見込ま
れることから委託料を増額するもの。

・防犯施設維持管理費（東和地区、米山地区） 
すでに設置してあり、修繕を要する防犯灯の増加に伴い

増額するもの。

・消防費補助金 
ドクターヘリランデブーポイントの看板設置費用につい

て、県に環境整備事業補助金の交付申請を行い、交付が決
定されたことから、計上するもの。

米の購入単価はどのように決定
されるのか。

宮城県米飯学校給食普及拡大推
進委員会という組織があり、そこか
らの流れで学校給食会から購入して
いる。学校給食会では、宮城の米飯
学校給食支援方式を用いて年に4回
単価改正しており、その影響で増額す
るもの。

スクールバスと住民バスを一括発
注したほうが安いとの説明だが、分
割発注した際の金額は把握している
のか。
管理経費となる出庫前と運行後の

点検業務が２倍となる。

　 法律では特別職に属する地方公務員には、
守秘義務を適用していないが、この条例では
規定する。法に抵触しないか。

　 法律に反する規定ではないので問題はない
と理解している。

A

A

Q

電球だけ交換すれば補正で増額す
ることもないのではないか。
LED防犯灯は灯具と電球の一体

化であり、電球だけを購入しすぐに交
換できるものではない。

A

Q

すでに整備が終わって交付された
のか。
東和総合運動公園野球場の西側

と、南方総合運動場の駐車場横へ設
置済みである。

A

Q

Q

A

Q

　 民間譲渡によって、運営面における協同組
合の自由度が高まると捉えて良いか。

　 民間ならではのアイデアを活かしつつ、施
設の設置目的に沿った活用をお願いした
い。

A

Q

　一般会計・特別会計、企業会計では、歳入歳出それぞれに12億3127万円を追加
し、予算の総額を879億2555万円としました。また、財源が全額国庫支出金であ
る、衆議院選挙に要する経費5485万円の専決処分の報告を受けました。

■ 条例の制定

米山地区複合施設新築工事木材製材等業務
＊議案第70号　業務委託契約の締結（随意契約）
１．業務目的：（仮称）米山小学校の普通教室棟など、複

合施設へ市産材を活用するため木材製材業
務を委託するもの。

２．業務概要：製材・乾燥・加工等を行うとともに、登米
市産FSC森林認証材を使用し、建物に対す
るFSCプロジェクト認証を取得するもの。

３．見積結果：（１）見 積 者：登米町森林組合
　　　　　　　（２）見積価格：３億905千円 

11月特別議会

（407万円）

（201万円）

（36万円）

（10万円）

行政区長を特別職非常勤職員に
＊議案第81号 行政区長設置条例の制定　　

　令和２年の地方公務員法改正に伴い区長の身分
を非常勤の特別職とし、あわせて任期等をルール
化するもの。

■ 条例の廃止

「愛菜館」を民営化します
＊議案第79号　中田農産物直売所条例及び中田農産物加工

所条例を廃止する条例　　
　現在の指定管理者である「協同組合産直なかだ
愛菜館」に施設等を譲与し、民営化するもの。

　 用途廃止後はどのように管理するのか。

　 市有林に隣接しており、今後は市有林とし
て適切に管理したい。

Q. 市有林をどれだけ使うのか？

A. 木造校舎の建築には、杉の丸太換算で約２
０００㎥が必要、９割以上は市産材（間伐
材）を使う。

A

Q

A

Q

「グリーンキャンプなかだ」を廃止します
＊議案第80号　グリーンキャンプなかだ条例を廃止する条例

　現在、市直営で管理している野外活動施設です
が、近年は利用が少なく施設も老朽化したことか
ら、今年度末をもってその役目を終えます。

市内で提供されている学校給食

米山地区複合施設のイメージ

民営化される「愛菜館」 廃止される「グリーンキャンプなかだ」

こんな質疑がありましたこんな質疑がありました

こんな質疑がありましたこんな質疑がありました
定
期
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会
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令
和
７
年
４
月
６
日（
日
） 

に
記
念
式
典
の
開
催
を
計
画

し
て
い
る
と
の
報
告
を
受
け

た
が
、７
年
度
に
お
い
て
も
、

市
民
と
と
も
に
様
々
な
知
恵

を
出
し
合
い
、
市
全
体
で
の

協
力
体
制
の
構
築
を
十
二
分

に
行
う
こ
と
を
要
望
す
る
。

　

さ
ら
に
は
、
他
自
治
体
に

は
な
い
特
色
を
盛
り
込
み
な

が
ら
、
未
来
に
向
け
た
新
た

な
ス
タ
ー
ト
と
な
る
よ
う
進

め
ら
れ
た
い
。

現
地
視
察

保
呂
羽
浄
水
場
再
構
築
事

業

（
11
月
20
日
）

　

保
呂
羽
浄
水
場
は
、
市
内

の
浄
水
供
給
の
約
85
％
を
占

め
る
基
幹
浄
水
場
で
あ
る

市
制
施
行
20
周
年
記
念
事

業

（
11
月
７
日
）

　

令
和
７
年
４
月
に
迎
え
る

市
制
施
行
20
周
年
を
記
念

し
、
今
年
度
実
施
し
て
い
る

プ
レ
イ
ベ
ン
ト
事
業
に
加

え
、
今
後
予
定
し
て
い
る
各

種
事
業
に
つ
い
て
調
査
を

行
っ
た
。

　

市
制
施
行
20
周
年
の
認
知

度
向
上
や
機
運
醸
成
を
図
る

た
め
、
一
体
感
を
表
す
ロ
ゴ

マ
ー
ク
を
高
校
生
か
ら
募
集

し
た
結
果
、
16
件
の
応
募
が

あ
り
、
現
在
、
投
票
（
オ
ン

ラ
イ
ン
投
票
含
む
）
の
集
計

作
業
中
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。

　

市
民
な
ど
の
主
体
的
な
取

組
を
推
進
し
、
機
運
醸
成
の

た
め
募
集
し
た
プ
レ
イ
ベ
ン

ト
事
業
で
は
２
団
体
２
事
業

が
採
択
さ
れ
「
絆
祭
り
」
と

「
Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
ア
カ
デ
ミ
ア
」
と

し
て
開
催
さ
れ
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
と
め
ふ
る
さ

と
大
使
の
委
嘱
、
各
種
テ
レ

ビ
番
組
招
致
の
取
組
や
カ
ウ

ン
ト
ダ
ウ
ン
カ
レ
ン
ダ
ー
に

よ
る
周
知
な
ど
、
し
っ
か
り

と
し
た
成
果
を
上
げ
ら
れ
る

も
の
と
考
え
る
。

者
等
に
対
し
緊
急
時
に
お
い

て
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を
提

供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
高
齢

者
の
福
祉
向
上
及
び
介
護
者

の
負
担
軽
減
を
図
る
も
の
。

　

こ
れ
ま
で
実
施
し
て
い
た

２
事
業
を
廃
止
し
て
行
う
事

業
で
あ
り
、
ど
ち
ら
の
対
象

者
に
お
い
て
も
支
援
漏
れ
が

無
い
よ
う
、
万
全
な
体
制
の

構
築
を
望
む
。

学
校
プ
ー
ル
及
び
水
泳
授

業
の
取
扱
い

（
11
月
15
日
）

　

学
校
プ
ー
ル
の
利
用
期
間

は
短
期
間
に
限
ら
れ
て
い
る

が
、
水
質
維
持
の
た
め
の
施

設
管
理
や
薬
剤
の
購
入
な

ど
、
維
持
管
理
経
費
が
発
生

す
る
こ
と
に
加
え
、
施
設
の

老
朽
化
に
よ
り
改
修
が
必
要

と
な
っ
た
場
合
、
多
額
の
費

用
が
発
生
し
て
い
る
状
況
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に

お
い
て
、
学
校
教
育
に
お
け

る
水
泳
指
導
の
必
要
性
を
認

識
す
る
が
、
学
校
プ
ー
ル
施

設
の
更
新
や
新
設
は
原
則
行

わ
ず
、
水
泳
授
業
に
つ
い
て

は
学
校
や
保
護
者
等
の
ご
意

見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
学
校

よ
ね
や
ま
保
育
園
の
認
定

こ
ど
も
園
化

（
９
月
24
日
）

　

令
和
９
年
４
月
の
小
学
校

再
編
に
併
せ
て
整
備
す
る
方

向
と
し
て
い
る
が
、
園
児
数

の
減
少
に
よ
り
、
速
や
か
な

対
応
が
必
要
と
な
る
。

　

想
定
を
超
え
る
人
口
動
態

の
変
動
状
況
を
注
視
し
て
い

く
と
と
も
に
、
子
供
た
ち
に

と
っ
て
よ
り
良
い
保
育
・
教

育
環
境
の
整
備
に
向
け
た
調

査
・
研
究
を
積
極
的
に
行
う

べ
き
で
あ
る
。

高
齢
者
緊
急
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
事
業

（
11
月
７
日
）

　

社
会
的
支
援
を
必
要
と
す

る
高
齢
者
及
び
要
援
護
高
齢

教
育
民
生
常
任
委
員
会 

活
動
報
告

総
務
企
画
常
任
委
員
会 

活
動
報
告

活
に
直
結
す
る
議
会
」
を

知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
活
動

し
て
い
き
た
い
。

▼
東
京
都
国
立
市

市
民
と
の
意
見
交
換
会

　

本
市
で
も
行
っ
て
い
る
意

見
交
換
会
に
、
よ
り
多
く
の

市
民
が
参
加
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
様
々
な
工
夫
を
し
て

開
催
し
て
い
る
「
国
立
市
議

会
」
を
視
察
し
た
。

　

国
立
市
は
一
年
を
通
し
て

イ
ベ
ン
ト
を
多
く
開
催
し
て

い
る
。
会
場
に
出
向
く
「
出

前
意
見
交
換
会
」
に
は
、
世

代
を
問
わ
ず
多
く
の
参
加
が

あ
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

　

ま
た
、
テ
ー
マ
を
掲
げ
て

▼
東
京
都
あ
き
る
野
市

議
会
広
報
の
編
集

　

今
年
４
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
発
行
し
た
市
議
会
だ
よ
り

を
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
す
べ

く
、
大
幅
に
刷
新
し
読
む
人

の
増
加
に
つ
な
が
っ
た
「
あ

き
る
野
市
議
会
」
を
視
察
し

た
。

　

あ
き
る
野
市
で
は
内
容
検

討
前
に
、
テ
ー
マ
を
「
手
に

と
っ
て
も
ら
え
る
表
紙
づ
く

り
」「
気
づ
き
を
与
え
る
表

現
方
法
や
読
み
や
す
さ
の
工

夫
」
と
し
て
ス
タ
ー
ト
を
切

り
、
表
紙
と
特
集
が
リ
ン
ク

す
る
よ
う
発
行
号
ご
と
に

タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
変
え
る
こ
と

や
、
行
政
用
語
を
「
通
じ
る

言
葉
」
に
か
え
、
ホ
ワ
イ
ト

ス
ペ
ー
ス
や
統
一
感
な
ど
を

考
慮
し
、
読
み
や
す
く
す
る

な
ど
工
夫
さ
れ
て
い
た
。
さ

ら
に
議
会
だ
よ
り
の
編
集
で

は
、
担
当
割
振
り
を
明
確
に

す
る
こ
と
で
議
会
閉
会
後
40

日
以
内
に
発
行
で
き
て
い
る

こ
と
も
学
び
と
な
っ
た
。

　

本
委
員
会
と
し
て
も
「
生

行
う
意
見
交
換
会
で
は
、
事

前
の
市
議
会
だ
よ
り
に
「
ご

意
見
記
入
カ
ー
ド
」
を
掲
載

し
、
内
容
を
記
入
の
上
、
当

日
持
参
し
て
も
ら
う
こ
と
で

趣
旨
に
沿
っ
た
意
見
を
広
聴

で
き
、
更
に
周
知
を
図
る
た

め
の
案
内
チ
ラ
シ
を
議
員
が

手
渡
し
す
る
な
ど
、
議
会
に

興
味
を
持
ち
、
参
加
し
た
く

な
る
よ
う
な
工
夫
が
な
さ
れ

て
い
た
。

　

議
会
と
し
て
政
策
提
言
に

結
び
つ
け
る
た
め
に
も
多
様

な
意
見
を
「
聴
く
」
こ
と
が

重
要
と
な
る
。
聴
く
こ
と
が

で
き
る
意
見
交
換
会
と
な
る

よ
う
、
本
市
議
会
で
も
在
り

方
を
見
直
す
必
要
が
あ
る
。

広
報
広
聴
委
員
会 

行
政
視
察
報
告

の

く
に
た
ち

（
10
月
23
日
〜
24
日
）

が
、
供
用
開
始
か
ら
40
年
以

上
が
経
過
し
て
い
る
こ
と
や

旧
方
式
で
あ
る
急
速
ろ
過
方

式
を
採
用
し
て
い
る
こ
と
な

ど
、
将
来
的
な
水
道
水
の
安

全
性
、
確
実
な
給
水
、
供
給

体
制
の
持
続
性
の
確
保
な
ど

に
課
題
が
あ
っ
た
。

　

再
構
築
事
業
は
令
和
11
年

の
竣
工
を
目
指
し
、
新
た
な

セ
ラ
ミ
ッ
ク
膜
ろ
過
方
式
に

よ
り
Ｄ
Ｂ
Ｍ
方
式
（
設
計
・

施
工
・
保
全
管
理
の
一
括
発

注
方
式
）
に
て
実
施
す
る
。

　

現
地
に
て
職
員
か
ら
詳
し

い
事
業
内
容
の
説
明
を
受
け

た
が
、
市
内
へ
の
浄
水
供
給

を
行
い
な
が
ら
の
難
し
い
事

業
と
な
る
。
市
民
生
活
の
安

全
・
安
心
確
保
の
た
め
、
事

故
な
ど
の
無
い
よ
う
安
全
第

一
に
進
め
ら
れ
た
い
。

登
米
市
有
機
農
業
実
施
計

画
（
案
）

（
11
月
14
日
）

　

本
市
は
持
続
可
能
な
食
糧

シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
た
め

に
、
生
産
力
向
上
と
持
続
性

の
両
立
を
実
現
す
る
「
み
ど

り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
」

の
目
標
で
あ
る
有
機
農
業
の

拡
大
な
ど
の
達
成
に
向
け
策

定
す
る
、「
登
米
市
有
機
農

業
実
施
計
画
（
案
）」
に
つ

飼
料
用
米
圃
場
へ
の
農
業

系
廃
棄
物
（
牧
草
・
堆
肥
）

の
土
壌
還
元
処
理

（
11
月
14
日
）

　

指
定
廃
棄
物
を
除
く
８
０

０
０
ベ
ク
レ
ル
以
下
の
牧

草
、
堆
肥
及
び
ほ
だ
木
に
つ

い
て
は
、
平
成
30
年
度
か
ら

牧
草
地
へ
の
土
壌
還
元
や
林

地
還
元
が
行
わ
れ
て
き
た
。

現
時
点
で
、
令
和
13
年
度
ま

で
の
完
了
計
画
よ
り
２
９
０

ｔ
の
処
理
が
遅
れ
て
い
る
。

処
理
の
加
速
化
を
図
る
た

め
、
地
権
者
及
び
耕
作
者
の

合
意
を
得
た
転
作
圃
場
を
前

提
に
、
実
証
試
験
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
作
成
し
、
進
め

て
い
く
予
定
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。
対
象
農
地
が
限
ら

れ
る
中
で
の
新
た
な
掘
り
起

こ
し
に
は
時
間
は
か
か
る

が
、
市
民
は
一
刻
も
早
い
処

理
完
了
を
願
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
対
象
と
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
、
山
間
地
の
耕

作
放
棄
地
や
、
既
に
還
元
を

行
っ
た
土
地
、
さ
ら
に
は
農

地
以
外
の
場
所
の
選
定
な

ど
、
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
を
検

討
し
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会 

活
動
報
告

い
て
内
容
を
調
査
し
た
。

　

有
機
農
業
の
推
進
に
関
し

て
は
、
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま

で
幅
広
い
層
ご
と
に
、
食
育

や
地
産
地
消
な
ど
を
通
し

て
、
そ
の
目
的
や
意
味
を
感

じ
取
れ
る
事
業
に
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。
高
い
目
標
を

掲
げ
、
本
市
農
業
の
ア
ピ
ー

ル
が
重
要
で
あ
り
、
市
民
全

体
が
一
丸
と
な
っ
て
取
組
ん

で
こ
そ
、
本
市
ら
し
い
有
機

農
業
の
産
地
づ
く
り
に
繋
が

る
の
で
は
な
い
か
。

ご
と
に
判
断
し
て
い
く
と
し

て
い
る
。
想
定
さ
れ
る
課
題

を
整
理
し
、
今
後
も
調
査
・

検
討
を
進
め
ら
れ
た
い
。

現
地
調
査

登
米
市
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育

（
佐
沼
小
学
校
）（11

月
15
日
）

　

登
米
市
教
育
支
援
セ
ン

タ
ー
授
業
力
向
上
研
究
部
に

よ
る
授
業
づ
く
り
研
修
会
に

お
い
て
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
活
用

等
の
状
況
を
確
認
す
る
た
め

実
施
し
た
も
の
。

　

今
後
さ
ら
な
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化

を
進
め
て
い
く
と
思
う
が
、

子
ど
も
た
ち
の
学
習
意
欲
を

高
め
、
学
力
の
向
上
に
つ
な

が
る
取
組
を
期
待
す
る
も
の

で
あ
る
。

決定した市政施行20周年のロゴマーク決定した市政施行20周年のロゴマーク

発電設備を撤去し、整備中の薬注棟内発電設備を撤去し、整備中の薬注棟内

取組の推進体制図取組の推進体制図

よねやま保育園よねやま保育園

授業づくり研修会（佐沼小学校）授業づくり研修会（佐沼小学校）

あきる野市議会だより「ギカイの時間」あきる野市議会だより「ギカイの時間」

国立市議会「ご意見記入カード」国立市議会「ご意見記入カード」

委員会報告委員会報告

委　

員　

会

定
期
議
会

特　
　

集

議
会
に
よ
る
提
言

一
般
質
問

委　

員　

会

定
期
議
会

特　
　

集

議
会
に
よ
る
提
言

一
般
質
問

とめ市議会だより 第82号
令和７年２月21日発行

とめ市議会だより 第82号
令和７年２月21日発行
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未来へつむぐ、ひと、地域、文化の交流拠点

◆市民交流機能：
施設全体の開かれたエントランスとして計画、市民が集い・活動する中核を担うスペースとして整備、都
市公園との連携により、利便性の高いイベントスペースとする。

◆図書館機能：
サード・プレイスとして幅広い世代が気軽に過ごすことのできるスペース、新たな出会いや交流、読書の
楽しさを知る機会の創出など、読書文化の醸成を目指す。

◆行政・議会機能：
行政機能は、ワンストップの窓口サービス等により、利用者の利便性の向上、集約化による組織連携の強化、
災害時における防災拠点として耐震性や業務継続能力を備えたスペースとする。議会機能は、円滑な議会
運営ができるスペースとする。

◆公民館機能・保健センター機能：
現在の迫地域の公民館・保健センターの機能を維持しながら、 市全域に開かれたスペースを目指す。

●本市は将来的に厳しい財政運営が見込まれることを強調するべき。
●総合計画との関連性をどのようにつけるのか整理が必要。
●この施設は本市の持続的発展に「貢献する」ではなく「けん引する」とすべき。
●DXの推進でどのように行政機能が効率化されるのか記述が必要。
●交流・にぎわいは、施設建設だけでできるものではなく、この施設が人や各地域をつなぐ中心拠点になっ
てソフト事業を展開していくことが重要。

基本構想（案）に反映された特別委員会からの意見

【基本理念】【基本理念】

１．市民や国内外から来訪する誰もが利用しやすく、日常的に開かれた施設
２．周辺地域と連携し市全域への波及効果をもたらす施設
３．地域資源をいかし、すべての人々に開かれ愛着を感じられる施設
４．地域の防災力を高め、環境に配慮した施設

【基本方針】【基本方針】

【施設に導入する機能】【施設に導入する機能】

【まち全体ににぎわいが波及していくイメージ】【まち全体ににぎわいが波及していくイメージ】 【市全域とつながり連携する施設のイメージ】【市全域とつながり連携する施設のイメージ】

■移住・定住の促進と空き家問題の解消を
・空き家に関する専門的知見を有する、きめ細やかな相談窓口を所管課内に設置し、その窓口の周知を徹底
することで、たらい回しをなくし、移住者・定住者の創出につなげられたい。 
・古い街並みが残る地域・エリアへの移住・定住の推進とシェアハウスとしての活用などの取組を検討され
たい。 
・空き家所有者と空き家利用者のマッチングの取組を推進すべく、連携できる組織や団体などを増加させる
仕組み作りに取組まれたい。
■移住者・定住者の創出 
・移住体験ツアー、移住お試し住宅、移住フェアの事業内容の抜本的な改善。
・住まいサポート事業補助金による支援の拡充。
・奨学金返還支援事業をより効果的な支援に見直し。 
・空き家情報バンク事業における登録物件数の更なる増加、空き家改修事業について補助金の額や率の再
考。

議会による提言
所管事務調査を経て、各常任委員会から市長へ提言を行いました。

総務企画常任委員会

■コミュニティ・スクール推進事業の改善
・予算措置が十分に確保できていないと見受けられた。また、学校毎の取組にばらつきがあり、全市的に広
がっているとは言い難い。今後の方向性としては、改善が必要であるとした。
１　学校運営協議会で行う事業について、十分な予算措置を検討されたい。
２　地域差が出ないよう、市として共通の考え方のもと、優良な取組については、学校間での積極的な情
報共有に努められたい。

■文化財保護支援事業
１　無形民俗文化財及び無形文化財等保存団体への補助金について、全ての団体への一律な額の補助では
なく、規模の大きい団体等へ補助の増額を検討されたい。

２　無形民俗文化財及び無形文化財等保存団体における後継者不足解消に向け、地域や学校と連携を密に
し、若手人材の育成等に努められたい。

３　文化財を地域の資源として積極的に活用するとともに、ＰＲに努めることにより、地域の魅力向上及
び観光客の増加につなげられるよう取組まれたい。

教育民生常任委員会

■観光振興の進展に向けて更なる取組を
１　観光と物産、食と農業など、本市の産業を一体的にＰＲ・推進できる体制が整ったことから、新たな
展開に向けて検討を進めること。

２　資源循環型農業においては発信力が弱く、認知度も低い状況にある。販路拡大や地産地消の取組を更
に推進すること。

３　有機農業の取組拡大のほか、堆肥やもみ殻、汚泥など資源の再利用に向けた新たな取組が必要。これ
ら資源を活かす手法について、調査・研究を進めること。

■観光需要を高める道路整備や景観形成に向けた取組
　現在、市道等の整備は、「登米市道路整備計画」に基づき実施しているが、観光需要を高めるためにも
市民の利便性にとどまらず、今後は観光振興の視点を取り入れ、観光地のイメージと調和した整備に努め
ること。また、観光需要を高めるためには、景観も重要なポイントとなることから、草刈りや枝払いなど
既存の取組を強化するとともに、更なる良好な景観の形成・保全に向けては、先進自治体の事例を参考と
しながら調査・研究を進めること。

産業建設常任委員会

委員会報告議会による提言

委　

員　

会

定
期
議
会

特　
　

集

議
会
に
よ
る
提
言

一
般
質
問

委　

員　

会

定
期
議
会

特　
　

集

議
会
に
よ
る
提
言

一
般
質
問

シリーズ 中心市街地等活性化特別委員会
（仮称）地域交流センター整備基本構想（案）がまとめられました。

レポート5

　基本構想（案）は、議会が設置する「中心市街地等活性化特別委員会」や、行政が設置する「（仮称）地域
交流センター整備検討委員会」、学識経験者などで構成される「有識者会議」で検討を重ね、さらに、市民ワー
クショップや学生ワークショップ、パブリックコメントなどの意見も参考にして取りまとめられています。

とめ市議会だより 第82号
令和７年２月21日発行

とめ市議会だより 第82号
令和７年２月21日発行
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は
。③
こ
れ
ま
で
の
取
組
の
見

直
し
や
強
化
、
新
た
な
支
援

が
必
要
と
考
え
る
が
。④「
さ

く
ら
の
木
」
以
外
に
も
居
場

所
や
学
習
支
援
の
場
が
必
要

と
考
え
る
が
。

　
　

①
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ

ナ
禍
に
お
け
る
学
校
の
休
業
。

５
類
へ
の
移
行
後
も
「
学
校

生
活
へ
の
意
欲
の
減
退
」
や

「
学
校
に
通
う
こ
と
が
必
須
で

は
な
い
と
い
う
考
え
方
」
な

ど
と
捉
え
て
い
る
。②
に
つ
い

て
は
、「
学
校
生
活
に
や
る
気

が
出
な
い
」
こ
と
が
要
因
と

認
識
し
て
い
る
。③
に
つ
い
て

は
、
見
直
し
や
充
実
を
図
る
。

④
に
つ
い
て
は
、
支
援
す
る

先
生
方
、
支
援
員
の
数
の
確

保
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
　

文
科
省
は
10
月
31
日
に

２
０
２
３
年
度
の
児
童
生
徒

問
題
行
動
・
不
登
校
調
査
結

果
を
公
表
し
て
い
る
。
調
査

結
果
に
よ
る
と
小
中
学
生
１

０
０
０
人
当
た
り
の
不
登
校

児
童
生
徒
数
で
は
、
宮
城
県

が
最
多
と
な
っ
た
。
本
市
に

お
い
て
も
「
不
登
校
出
現
率

（
不
登
校
児
童
生
徒
数
を
在
籍

児
童
生
徒
数
で
割
っ
た
数
）」

を
比
較
す
る
と
、
児
童
・
生

徒
数
と
も
に
全
国
平
均
よ
り

高
く
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、

４
点
に
つ
い
て
教
育
長
の
見

解
を
伺
う
。

　

①
不
登
校
の
増
加
要
因
を

ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の

か
。②「
児
童
生
徒
質
問
紙
調

査
」
の
小
学
６
年
生
に
対
す

る
質
問
で
「
平
日
３
時
間
以

上
ゲ
ー
ム
を
す
る
」
と
答
え

た
本
市
の
割
合
が
国
や
県
よ

り
高
く
な
っ
て
い
る
。
不
登

校
要
因
と
な
っ
て
い
る
の
で

　
　

現
在
、
市
道
整
備
に
あ

た
っ
て
は
、「
登
米
市
道
路
整

備
計
画
」
に
基
づ
き
、
優
先

順
位
を
決
め
て
い
る
。
私
と

し
て
は
、
今
後
、
観
光
地
の

道
路
整
備
（
草
刈
り
な
ど
）

を
進
め
、
更
に
安
心
・
安
全

に
通
行
で
き
る
よ
う
に
努
め

る
べ
き
で
あ
る
。
現
に
本
年

７
月
、
長
沼
湖
周
道
路
で
も

交
通
事
故
が
発
生
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
年
１
回
の
草
刈
り

整
備
で
は
な
く
、
草
刈
り
の

回
数
を
増
や
す
な
ど
、
観
光

需
要
を
高
め
る
べ
き
と
思
う

が
。

　
　

本
市
を
訪
れ
て
い
た
だ

く
皆
さ
ん
が
楽
し
く
、
安
全

に
、
安
心
し
て
市
内
の
観
光

地
を
め
ぐ
っ
て
い
た
だ
く
。

そ
の
た
め
観
光
地
の
み
な
ら

ず
、
雑
草
、
樹
木
な
ど
が
通

行
の
妨
げ
、
景
観
を
阻
害
し

な
い
よ
う
に
地
域
の
皆
さ
ん

と
も
連
携
を
と
り
な
が
ら
沿

道
環
境
の
整
備
に
し
っ
か
り

と
取
組
ん
で
い
く
。

　
　

教
育
は
良
い
環
境
の
下

で
行
わ
れ
る
べ
き
と
考
え
る

の
で
、
小
中
学
校
で
不
具
合

に
よ
り
修
繕
が
必
要
な
箇
所

が
な
い
か
、
現
在
の
状
況
を

調
査
し
、
改
善
す
べ
き
。

　
　

教
育
施
設
に
お
い
て
は

目
視
に
よ
る
日
常
的
な
施
設

や
設
備
の
安
全
点
検
に
加
え

安
全
・
安
心
に
学
習
活
動
が

実
施
で
き
る
よ
う
維
持
管
理

に
努
め
て
い
く
。

　
　

今
後
も
楽
し
い
学
び
舎

を
継
続
す
る
た
め
、
い
じ
め

が
起
き
な
い
よ
う
事
前
に
調

査
を
実
施
す
べ
き
と
思
う
が
。

　
　

関
係
者
と
の
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
い
じ
め
根
絶
に

向
け
た
未
然
防
止
、
早
期
対

応
に
努
め
る
。

相澤吉悦 議員

問
観
光
地
の
環
境
整
備
に
つ
い
て

答
沿
道
環
境
の
整
備
に

し
っ
か
り
取
組
む

問

問問

問

　
　
（
仮
称
）
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
に
つ
い
て
、
働
き
方
改

革
に
よ
る
労
働
力
の
変
化
や

世
界
情
勢
の
変
化
に
伴
う
資

材
価
格
の
高
騰
な
ど
を
考
慮

し
、
総
事
業
費
と
し
て
示
し

た
１
４
８
億
円
を
変
更
す
る

考
え
は
あ
る
か
。

　
　

事
業
費
に
つ
い
て
現
時

点
に
お
い
て
は
具
体
的
な
算

出
が
で
き
な
い
た
め
、「
１
平

方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
の
単
価

に
、
想
定
す
る
施
設
面
積
を

乗
じ
る
」
と
い
う
方
法
で
算

出
し
て
い
る
。

　

近
年
の
工
事
費
の
高
騰
が

事
業
に
一
定
程
度
影
響
を
与

え
る
こ
と
を
念
頭
に
置
き
、

で
き
る
限
り
コ
ン
パ
ク
ト
な

施
設
づ
く
り
を
進
め
、
１
４

８
億
円
に
近
づ
く
よ
う
努
力

し
て
い
く
。

　
　

コ
ン
パ
ク
ト
と
い
う
の

は
、
施
設
の
平
米
数
を
減
少

さ
せ
る
と
い
う
考
え
も
含
む

の
か
。

　
　

そ
れ
も
含
め
、
多
方
面

か
ら
検
討
を
進
め
て
い
る
。

　
　

豪
雨
の
際
に
は
早
期
の

避
難
が
重
要
と
な
る
が
、
市

民
が
迅
速
に
行
動
で
き
る
仕

組
み
づ
く
り
へ
の
考
え
は
。

　
　

こ
れ
ま
で
同
様
、
迅
速

か
つ
確
実
な
防
災
情
報
の
発

信
に
努
め
る
。
ま
た
、
市
民

が
自
ら
判
断
し
避
難
行
動
に

移
れ
る
よ
う
、
豪
雨
時
に
お

け
る
避
難
の
あ
り
方
に
つ
い

て
、
自
主
防
災
組
織
の
訓
練

や
講
座
な
ど
を
通
じ
て
周
知

を
図
っ
て
い
く
。

岩渕正弘 議員

問
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
の
総
事
業
費
は

答
約
１
４
８
億
円
で

収
ま
る
よ
う
努
め
る

　
　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は

そ
の
役
割
を
果
た
し
て
き
た

の
か
。
こ
れ
ま
で
の
行
政
の

支
援
は
。

　
　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
に

期
待
す
る
役
割
は
「
個
人
で

は
解
決
が
難
し
い
課
題
に
対

し
て
、
共
助
の
精
神
の
も
と

に
地
域
内
で
の
課
題
解
決
に

努
め
る
こ
と
」
と
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
行
政
が
支
援
し
て

き
た
も
の
と
し
て
は
デ
マ
ン

ド
タ
ク
シ
ー
な
ど
の
地
域
交

通
課
題
へ
の
支
援
を
実
施
し

て
き
て
い
る
。

　
　

答
弁
か
ら
は
「
他
人
事
」

の
よ
う
に
聞
こ
え
る
。
人
口

減
少
社
会
に
お
い
て
地
域
が

維
持
さ
れ
て
い
く
た
め
に
は

人
と
人
と
の
繋
が
り
な
ど
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
維
持
が
大
切
に

な
っ
て
い
く
。
行
政
と
し
て

も
っ
と
積
極
的
に
関
わ
っ
て

い
く
べ
き
で
あ
る
。
地
域
に

よ
っ
て
は
運
営
維
持
困
難
な

場
所
も
出
て
き
て
い
る
中
、

行
政
区
の
再
編
な
ど
の
見
直

し
に
つ
い
て
は
。

　
　

行
政
区
再
編
に
つ
い
て

は
行
政
が
主
体
と
な
っ
て
行

う
べ
き
も
の
で
は
な
い
と
考

え
て
い
る
。

　
　

そ
の
姿
勢
は
こ
れ
ま
で

通
り
と
い
う
事
だ
と
思
う
が
、

そ
れ
で
は
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
は
維
持
で
き
な
く
な
っ

て
い
く
。
そ
れ
は
人
口
減
少

社
会
の
中
で
ま
す
ま
す
地
域

が
疲
弊
し
て
い
く
事
に
な
る
。

地
域
の
声
が
上
が
る
の
を
た

だ
待
つ
だ
け
で
な
く
、
行
政

と
し
て
支
援
す
る
方
法
を
積

極
的
に
考
え
る
べ
き
だ
。

　
　

行
政
と
し
て
も
何
か
し

ら
の
方
策
を
検
討
し
て
い
き

た
い
。

佐々木好博 議員

問
人
口
減
少
に
対
す
る
地
域
力
維
持
と
は

答
地
域
内
で
課
題
解
決
に

あ
た
っ
て
い
く

熊谷和弘 議員

問
不
登
校
児
童
生
徒
へ
の
支
援
強
化
を

答
支
援
体
制
の
充
実
を
図
る

　
　

ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
立

地
自
治
体
と
し
て
、
史
実
に

基
づ
く
人
権
啓
発
と
取
組
を

進
め
る
べ
き
と
考
え
る
。

　

６
月
に
は
「
人
権
擁
護
に

関
す
る
条
例
」
も
制
定
し
た
。

　

４
月
に
は
国
に
よ
る
「
全

国
的
な
意
識
調
査
」
が
公
表

さ
れ
て
い
る
。

　

啓
発
達
成
度
を
見
極
め
る

上
で
は
、
本
市
独
自
の
意
識

調
査
が
必
要
を
考
え
る
が
、

検
討
出
来
な
い
か
。

　
　

ハ
ン
セ
ン
病
に
対
す
る

理
解
が
ど
れ
く
ら
い
あ
る
か
、

事
業
を
進
め
る
に
は
必
要
と

思
わ
れ
る
た
め
検
討
し
た
い
。

　
　

療
養
所
立
地
自
治
体
と

し
て
、
学
校
や
社
会
教
育
の

場
で
も
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
を

学
べ
る
環
境
を
つ
く
る
検
討

を
す
べ
き
で
は
。

　
　

療
養
所
入
所
者
の
平
均

年
齢
は
90
歳
を
超
え
て
い
る
。

早
期
に
取
組
む
べ
き
課
題
と

強
く
思
っ
て
い
る
。

　

療
養
所
に
は
、
全
国
か
ら

何
も
知
ら
さ
れ
ず
強
制
収
容

さ
せ
ら
れ
た
方
が
暮
ら
す
。

そ
の
方
々
の
名
誉
の
回
復
と

偏
見
の
解
消
に
は
、
正
し
い

理
解
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

一
方
で
、
ハ
ン
セ
ン
病
や

東
北
新
生
園
を
知
ら
な
い
市

民
が
多
い
の
も
事
実
だ
。
史

実
を
人
権
教
育
の
場
と
し
、

「
オ
ー
ル
登
米
」
と
し
て
取
組

む
課
題
と
捉
え
る
。

　
　

問
題
解
決
に
は
、
首
長

の
理
解
が
挙
げ
ら
れ
る
が
。

　
　

ハ
ン
セ
ン
問
題
は
国
が

犯
し
た
最
大
の
人
権
侵
害
で

あ
っ
た
と
感
じ
て
い
る
。
入

所
者
の
方
に
も
何
度
も
会
い

聞
い
て
い
る
。
そ
の
思
い
を

残
し
て
い
き
た
い
。

曽根充敏 議員

問
ハ
ン
セ
ン
問
題
の
史
実
を
人
権
啓
発
に

答
正
し
い
知
識
の

普
及
啓
発
に
努
め
る

問

問

問問

問

問

問問

問

答

答

答答

答

答答

答

答

答答

答答

16人の議員が
市政に対する一般質問を行いました。

16人の議員が
市政に対する一般質問を行いました。

12月定期議会一般質問

一般質問は、議員の調査研究活動や、住民の声、自身の考え方をもとに、
市政全般にわたって市長などの方針を問うものです。

一般質問は、議員の調査研究活動や、住民の声、自身の考え方をもとに、
市政全般にわたって市長などの方針を問うものです。

草刈り前の長沼湖周道路草刈り前の長沼湖周道路さくらの木（けやきの教室・心のケアハウス）さくらの木（けやきの教室・心のケアハウス）

地域コミュニティでの祭りの様子地域コミュニティでの祭りの様子

ハンセン病に対する正しい知識の普及に向けてハンセン病に対する正しい知識の普及に向けて （仮称）地域交流センターの財源内訳（仮称）地域交流センターの財源内訳

豪
雨
時
の
避
難
行
動

に
つ
い
て

一 般 質 問一 般 質 問

ー 一般質問の録画配信をＱＲコードからご覧いただけます ーー 一般質問の録画配信をスマートフォン等から簡単にご覧いただけるよう、ＱＲコードを掲載しました。
　　 各議員の一般質問の様子がご覧になれますので、ぜひご利用ください。ー

委　

員　

会

定
期
議
会

特　
　

集

議
会
に
よ
る
提
言

一
般
質
問

委　

員　

会

定
期
議
会

特　
　

集

議
会
に
よ
る
提
言

一
般
質
問
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新
型
コ
ロ
ナ
関
連
の
交
付

金
が
な
く
な
り
、
赤
字
に
シ
フ

ト
し
て
い
る
。
病
院
機
能
強
化

に
よ
り
、
黒
字
化
し
た
と
の
説

明
で
あ
っ
た
が
。

　
　

医
療
経
営
コ
ン
サ
ル
を
受

け
、
経
営
改
善
に
努
め
て
い
る
。

３
病
院
の
機
能
強
化
に
よ
る
増

収
は
あ
る
が
、
不
足
が
生
じ
て

い
る
。

　
　

地
域
外
へ
の
流
出
患
者
数

は
把
握
し
て
い
る
の
か
。

　
　

正
確
に
は
把
握
で
き
な

い
。
注
視
し
て
い
く
。

　
　

米
価
が
上
昇
し
た
今
こ

そ
、
担
い
手
確
保
に
向
け
た
取

係
者
に
内
容
及
び
個
別
計
画

に
係
る
説
明
を
行
い
、
周
知

を
図
っ
て
い
る
。

　
　

女
川
原
発
２
号
機
は
、

ナ
ッ
ト
の
締
付
が
不
十
分
な

た
め
、
11
月
14
日
に
原
子
炉

を
停
止
し
た
。
ま
た
、
乾
式

貯
蔵
施
設
を
発
電
所
内
に
設

置
す
る
申
請
が
出
て
い
る
。Ｕ

Ｐ
Ｚ
内
の
市
長
と
し
て
、
ど

う
考
え
て
い
る
か
。

　
　

ト
ラ
ブ
ル
発
生
は
誠
に

遺
憾
。
再
処
理
工
場
が
建
設

中
だ
が
繰
り
返
し
延
期
さ
れ
、

不
安
視
す
る
声
が
あ
る
の
は

承
知
し
て
い
る
。
乾
式
貯
蔵

施
設
の
安
全
性
の
確
保
と
使

用
済
み
核
燃
料
の
早
期
搬
出

に
つ
い
て
、
意
見
を
付
す
。

　
　

高
齢
者
、
低
所
得
者
、

障
が
い
者
な
ど
（
住
宅
確
保

要
配
慮
者
）
へ
の
賃
貸
居
住

支
援
ニ
ー
ズ
が
高
ま
る
こ
と

が
見
込
ま
れ
る
一
方
、
孤
独

死
や
賃
貸
滞
納
な
ど
に
懸
念

を
持
つ
方
も
多
く
い
る
。
住

宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
法
の

改
正
に
よ
り
、
住
宅
確
保
要

配
慮
者
へ
の
支
援
が
必
要
で

あ
り
、「
居
住
支
援
協
議
会
」

の
設
立
が
必
要
だ
が
、
計
画

は
あ
る
の
か
。

　
　

部
局
を
横
断
し
た
連
携

を
図
り
、
会
議
体
の
構
成
員

と
な
る
市
内
の
居
住
支
援
法

人
な
ど
関
係
団
体
と
協
議
会

設
立
に
向
け
協
議
を
重
ね
る
。

　
　
「
避
難
行
動
要
支
援
者
マ

ニ
ュ
ア
ル
」
の
要
支
援
者
の

個
別
避
難
計
画
策
定
状
況
は
。

　
　

昨
年
度
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

改
定
し
、
行
政
区
長
な
ど
関

　
　

市
内
各
種
公
園
に
設
置

し
て
あ
る
遊
具
で
、
長
期
間

使
用
不
可
と
な
っ
て
い
る
も

の
が
あ
る
。
修
繕
・
更
新
の

計
画
は
。

　

ま
た
、
公
園
併
設
の
ト
イ

レ
も
長
期
間
使
用
で
き
な
い

状
態
の
も
の
が
あ
り
、
公
園

利
用
者
は
不
便
な
こ
と
か
ら
、

早
急
な
対
応
が
必
要
で
は
。

　
　

老
朽
化
が
著
し
い
遊
具

は
今
年
度
と
来
年
度
に
修
理
、

解
体
す
る
。
来
年
度
は
11
基

撤
去
す
る
予
定
だ
。

　

各
公
園
ト
イ
レ
も
、
公
共

施
設
等
総
合
管
理
計
画
に
よ

り
、
修
繕
・
撤
去
を
進
め
る
。

　
　

12
月
２
日
か
ら
国
民
健

康
保
険
証
が
廃
止
さ
れ
、
新

た
に
健
康
保
険
証
が
発
行
さ

れ
な
く
な
っ
た
。
市
民
か
ら

「
ど
う
な
る
の
か
」
と
の
声
も

聞
か
れ
る
こ
と
か
ら
確
認
す

る
。

　
　

国
民
健
康
保
険
の
被
保

険
者
証
は
、
資
格
喪
失
等
が

無
け
れ
ば
、
有
効
期
限
の
令

和
７
年
７
月
31
日
ま
で
使
用

で
き
る
。

　

マ
イ
ナ
保
険
証
が
無
い
方

に
つ
い
て
は
資
格
確
認
書
を

令
和
７
年
７
月
中
に
各
家
庭

に
送
付
す
る
。
新
た
な
手
続

き
は
不
要
だ
。

　

資
格
確
認
書
で
医
療
機
関

を
受
診
で
き
、
今
後
も
健
康

保
険
証
と
同
じ
よ
う
に
発
行

さ
れ
る
。

そ
の
他
の
質
問

・
登
米
市
D
X
推
進
計
画
に

つ
い
て

・
教
員
の
働
き
方
改
革
に
つ

い
て

鈴木　実 議員

問
危
険
な
公
園
遊
具
の
計
画
的
改
修
を

答
年
度
内
、
来
年
度
で

改
修
・
撤
去
す
る

問問

　
　

保
育
士
の
質
の
向
上
、

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
、
例
え
ば
研

修
会
な
ど
、
ど
の
よ
う
な
頻

度
と
対
象
範
囲
か
。

　
　

私
立
の
施
設
、
保
育
所
、

児
童
館
の
中
堅
監
督
職
員
の

研
修
会
を
年
１
回
開
催
し
て

い
る
。
そ
の
他
に
、
保
育
担

当
者
や
児
童
館
指
導
員
の
研

修
会
を
年
３
回
実
施
し
、
外

部
か
ら
講
師
を
招
き
、
専
門

的
な
知
識
、
技
能
の
向
上
な

ど
を
図
っ
て
い
る
。

　
　

県
の
幼
児
教
育
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
派
遣
事
業
は
活
用
し

て
い
る
の
か
。

　
　

昨
年
10
月
に
県
か
ら
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
を
派
遣
い
た
だ

き
、
新
田
幼
稚
園
で
公
立
幼

稚
園
こ
ど
も
園
協
議
会
の
支

部
大
会
で
講
演
い
た
だ
い
た
。

現
在
、
新
田
と
米
山
幼
稚
園

の
園
長
が
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

の
研
修
を
受
け
て
い
る
。

　
　

公
立
幼
稚
園
の
受
け
入

れ
年
齢
を
３
歳
児
か
ら
受
入

れ
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　

幼
稚
園
教
諭
の
増
員
が

必
要
。
ま
た
国
基
準
の
待
機

児
童
が
い
な
い
本
市
に
お
い

て
は
、
民
間
施
設
の
運
営
に

も
影
響
を
与
え
る
可
能
性
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
３
歳
児
の

受
け
入
れ
は
考
え
て
い
な
い
。

　
　

食
料
品
価
格
の
高
騰
に

よ
り
給
食
費
が
増
え
て
い
る

状
況
だ
が
、
そ
の
支
援
は
。

　
　

４
年
度
、
５
年
度
と
国

の
臨
時
交
付
金
を
財
源
に
給

食
材
料
費
の
価
格
上
昇
分
に

対
す
る
助
成
金
を
交
付
し
、

給
食
の
質
の
確
保
及
び
給
食

費
の
負
担
軽
減
を
支
援
し
て

き
た
。
今
後
に
お
い
て
も
、

国
の
経
済
対
策
の
動
向
を
注

視
し
て
い
く
。

遠藤真理子 議員

問
保
育
幼
児
教
育
の
充
実
に
向
け
た
取
組
は

答
質
の
高
い
教
育
保
育
と

安
定
し
た
施
設
運
営
に

　
　
「
年
収
の
壁
」
が
１
０
３

万
円
か
ら
１
７
８
万
円
と

な
っ
た
場
合
、
住
民
税
に
及

ぼ
す
本
市
へ
の
影
響
額
、
対

応
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

本
年
度
の
個
人
市
民
税

の
約
40
％
、
約
11
億
４
千
万

円
の
減
少
と
な
る
見
込
み
で

あ
る
。

　

今
後
の
市
政
運
営
に
多
大

な
影
響
が
生
じ
る
こ
と
か
ら
、

関
係
機
関
と
連
携
し
、
国
が

責
任
を
持
っ
て
財
源
措
置
を

検
討
す
る
よ
う
求
め
る
。

　
　

閉
校
に
な
る
学
校
の
エ

ア
コ
ン
を
他
の
公
共
施
設
に

移
設
し
、
有
効
活
用
で
き
る

よ
う
文
科
省
に
要
請
を
す
べ

き
で
は
。

　
　

米
谷
・
錦
織
小
学
校
の

一
部
を
東
和
小
学
校
へ
移
設

し
活
用
す
る
。
事
業
目
的
以

外
へ
の
転
用
は
で
き
な
い
が
、

利
活
用
の
幅
を
広
げ
る
意
味

に
お
い
て
も
他
自
治
体
の
状

況
を
確
認
し
な
が
ら
国
な
ど

へ
要
望
を
検
討
す
る
。

　
　

近
年
の
猛
暑
か
ら
す
れ

ば
体
育
館
の
冷
房
を
計
画
的

に
取
付
け
る
必
要
が
あ
る
。

設
置
率
は
山
形
県
で
49
．

５
％
、
宮
城
県
は
５
％
。
文

科
省
で
も
２
分
の
１
ま
で
補

助
率
を
上
げ
た
。

　

体
育
館
は
避
難
所
と
も
な

る
こ
と
か
ら
、
教
室
の
エ
ア

コ
ン
を
移
設
す
る
こ
と
は
可

能
か
。

　
　

教
室
用
の
も
の
が
体
育

館
に
利
用
で
き
る
か
、
効
果

が
あ
る
か
、
確
認
さ
せ
て
い

た
だ
く
。

そ
の
他
の
質
問

・
小
中
学
校
の
環
境
整
備
に

つ
い
て

岩淵正宏 議員

問
「
年
収
の
壁
」本
市
へ
の
影
響
は

答
約
11
億
４
千
万
円
の

減
少
と
な
る

工藤淳子 議員

問
居
住
支
援
協
議
会
の
設
立
を

答
設
立
に
向
け
て
協
議
を

重
ね
て
い
く

　
　

歴
史
や
観
光
ス
ポ
ッ
ト

を
デ
ジ
タ
ル
化
Ａ
Ｉ
技
術
で

紹
介
す
る
な
ど
の
展
開
を
し

て
は
ど
う
か
。

　

　

観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で

は
、Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
デ
ジ
タ
ル

マ
ッ
プ
を
提
供
し
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
を
片
手
に
み
や
ぎ

の
明
治
村
周
遊
観
光
を
楽
し

ん
で
い
た
だ
け
る
。
ま
た
、

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
動
画
が
視

聴
で
き
る
な
ど
、
デ
ジ
タ
ル

化
の
取
組
も
進
め
て
い
る
。

ポ
ケ
モ
ン
Ｇ
Ｏ
観
光
連
携
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
公
式
ル
ー
ト「
み

や
ぎ
の
明
治
村
歴
史
散
歩
」

の
登
録
を
８
月
に
行
っ
た
。

　
　

観
光
振
興
に
向
け
て
地

域
住
民
の
意
見
を
取
入
れ
る

仕
組
は
あ
る
の
か
。

　
　
「
登
米
秋
祭
り
」
や
「
と

よ
ま
明
治
村
夏
祭
り
」
な
ど

の
地
域
住
民
が
中
心
と
な
っ

た
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
て

お
り
、
本
市
は
観
光
・
地
域

交
流
イ
ベ
ン
ト
補
助
金
に
よ

る
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　
　

歴
史
学
習
や
体
験
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
通
じ
て
観
光
分
野

と
教
育
分
野
を
結
び
付
け
る

取
組
は
行
っ
て
い
る
か
。

　
　

５
年
度
は
修
学
旅
行
で
、

小
学
校
が
２
校
、
校
外
学
習

で
市
外
の
小
中
学
校
23
校
が

来
町
し
た
。
ま
た
、
東
北
工

業
大
学
と
連
携
し
て
親
子
で

楽
し
み
な
が
ら
歴
史
建
造
物

を
探
検
で
き
る
よ
う
「
古
い

ま
ち
な
み
を
生
か
す
ま
ち　

み
や
ぎ
の
め
い
じ
村
と
よ
ま

　

た
ん
け
ん
絵
図
」
を
作
成

し
た
。

　
　

車
を
持
た
な
い
観
光
客

の
周
遊
対
策
は
。

　
　

自
転
車
の
貸
出
や
タ
ク

シ
ー
会
社
の
紹
介
を
行
っ
て

い
る
。

佐藤千賀子 議員

問
登
米
町
の
観
光
に
ぎ
わ
い
の
取
組
は

答
観
光
誘
客
の
推
進
、

活
性
化
に
取
組
む

問問問

問

問

問問

問

問

問

問

問

問

問

答答

答

答答

答

答

答答

答

答 答

組
を
行
う
べ
き
で
は
。

　
　

地
域
計
画
の
策
定
、
農
業

生
産
基
盤
の
整
備
な
ど
総
合
的

に
推
進
す
る
こ
と
で
担
い
手
確

保
に
努
め
る
。

　
　

農
業
分
野
に
お
け
る
地
域

お
こ
し
協
力
隊
の
活
用
は
。

　
　

任
期
満
了
後
は
就
農
し
て

い
た
だ
く
と
い
っ
た
流
れ
が
で

き
る
こ
と
を
期
待
し
、
検
討
を

重
ね
て
い
く
。

　
　

学
校
給
食
費
に
つ
い
て
は

食
育
の
観
点
か
ら
、
ふ
る
さ
と

納
税
を
財
源
と
し
、
段
階
的
に

で
も
補
助
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
か
。

　
　

多
額
の
財
源
が
必
要
で
持

続
で
き
る
か
と
い
う
と
こ
ろ
が

一
番
の
ポ
イ
ン
ト
。
財
源
確
保

に
つ
い
て
は
研
究
し
、
で
き
る

だ
け
子
育
て
支
援
に
努
め
て
い

く
。

そ
の
他
の
質
問

・（
仮
称
）
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

建
設
の
市
民
ニ
ー
ズ
は

熊谷康信 議員

問
病
院
建
設
に
向
け
た
進
捗
状
況
は

答
５
月
か
ら
４
度
の

検
討
会
議
を
実
施

問

問

問問

問

平成23年4月23日執行の
市長選挙広報より抜粋
平成23年4月23日執行の
市長選挙広報より抜粋

あぶないので使用しないでくださいあぶないので使用しないでください

幼児教育アドバイザー派遣事業幼児教育アドバイザー派遣事業

１教室２台のエアコン、有効利用を１教室２台のエアコン、有効利用を

登米市避難行動要支援者支援マニュアル登米市避難行動要支援者支援マニュアル

教育資料館（みやぎの明治村）教育資料館（みやぎの明治村）

食
と
農
の
現
状
と
課
題
は

マ
イ
ナ
保
険
証
の
な
い

市
民
に
つ
い
て

答

答

答

答

答答

答

答

学
校
エ
ア
コ
ン
の
有
効
利
用

地
域
防
災
計
画
に
つ
い
て

女
川
原
発
再
稼
働
に
つ
い
て

１  

新
庁
舎
建
設
計
画
の
白
紙
撤
回

既
存
施
設
の
有
効
活
用
、
余
力
は
福
祉
・
子
育
て
・

地
域
活
性
化
・
若
者
定
住
対
策
に
！

２  

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
医
療
体
制

市
民
病
院
の
信
頼
回
復
、
赤
字
体
質
の
解
消
。

産
科
・
小
児
科
対
策
に
全
力
。

３  

市
長
、
副
市
長
の
報
酬
大
幅
カ
ッ
ト

「
全
て
市
民
フ
ァ
ー
ス
ト
！
」

答

一 般 質 問一 般 質 問

ー 一般質問の録画配信をＱＲコードからご覧いただけます ーー 一般質問の録画配信をスマートフォン等から簡単にご覧いただけるよう、ＱＲコードを掲載しました。
　　 各議員の一般質問の様子がご覧になれますので、ぜひご利用ください。ー

委　

員　

会

定
期
議
会

特　
　

集

議
会
に
よ
る
提
言

一
般
質
問

委　

員　

会

定
期
議
会

特　
　

集

議
会
に
よ
る
提
言

一
般
質
問
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３
期
目
の
意
欲
に
つ
い

て
。

　
　

一
貫
し
て
市
民
の
視
点

に
立
ち
、
市
政
運
営
に
努
め

て
来
た
。
引
き
続
き
施
策
を

遂
行
す
る
と
共
に
、
ま
ち
づ

く
り
を
着
実
に
推
進
す
る
事

が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

残
さ
れ
た
任
期
に
つ
い
て
、

登
米
市
発
展
の
た
め
、
し
っ

か
り
と
職
責
を
果
た
す
。

　
　

週
休
３
日
制
の
導
入
に

つ
い
て
、
来
年
度
宮
城
県
は

全
職
員
が
利
用
で
き
る
選
択

的
週
休
３
日
制
や
カ
ム
バ
ッ

ク
採
用
を
東
北
で
初
め
て
導

入
す
る
と
し
て
い
る
。
職
員

の
離
職
や
応
募
者
減
少
を
食

い
止
め
る
ね
ら
い
が
あ
る
。

本
市
で
も
、
子
育
て
や
介
護

を
要
す
る
職
員
に
選
択
で
き

る
よ
う
構
築
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
思
う
が
。

以
内
に
回
答
し
て
い
る
。

　
　
（
仮
称
）
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
の
説
明
会
は
３
会
場
で

行
わ
れ
、
少
な
い
と
の
意
見

も
あ
っ
た
が
、
対
応
は
。

　
　

さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
寄

せ
ら
れ
て
お
り
、
基
本
構
想

な
ど
に
反
映
し
た
い
。
有
識

者
会
議
も
開
催
し
て
お
り
、

会
議
内
容
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
逐
次
掲
載
し
て
い
き
た
い
。

　
　

本
市
職
員
も
市
民
の
く

く
り
で
あ
る
が
、
意
見
聴
取

は
ど
の
様
に
行
っ
て
い
る
か
。

　
　

政
策
立
案
や
業
務
改
善

に
係
る
職
員
提
案
制
度
を
設

け
、
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
結
び

つ
け
て
い
る
。

　
　

本
市
で
の
公
益
通
報
制

度
の
運
用
は
。

　
　

外
部
通
報
は
総
務
課
で
、

内
部
通
報
は
人
事
課
で
対
応

す
る
。

　
　

各
総
合
支
所
に
設
置
し

て
い
る
「
市
長
へ
の
提
言
箱
」

か
ら
の
意
見
回
収
頻
度
は
。

　
　

総
合
支
所
の
ほ
か
、
公

民
館
な
ど
に
も
設
置
し
て
お

り
、
毎
日
投
函
状
況
を
確
認

し
て
い
る
。

　
　

寄
せ
ら
れ
た
提
言
数
は
。

　
　

昨
年
は
35
件
で
あ
る
。

　
　

提
言
箱
の
投
函
で
、
連

絡
先
の
記
載
が
あ
る
場
合
、

返
信
は
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

　
　

提
言
書
の
様
式
に
、
回

答
の
要
不
要
の
記
載
欄
を
設

け
て
お
り
、
必
要
と
す
る
方

に
は
回
答
し
て
い
る
。

　
　

提
言
箱
以
外
の
手
段
は
。

　
　

出
張
市
役
所
な
ど
の
開

催
に
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
意

見
を
い
た
だ
く
と
共
に
説
明

の
場
所
を
設
け
、
取
組
ん
で

い
る
。

　
　

Ｅ
メ
ー
ル
に
寄
せ
ら
れ

た
意
見
数
は
。

　
　

昨
年
は
58
件
。
１
週
間

　
　

地
方
創
生
の
柱
と
し
て

観
光
が
注
目
さ
れ
、
各
地
で

観
光
地
域
づ
く
り
法
人

（
D
M
O
）
が
設
立
さ
れ
て
い

る
。
交
流
人
口
を
増
や
し
て
、

地
域
の
稼
ぐ
力
を
引
き
出
し
、

地
域
活
性
化
に
つ
な
ぐ
た
め

に
今
後
ど
の
よ
う
に
観
光
振

興
を
進
め
て
い
く
の
か
。

　

７
年
度
ま
で
の
商
工
観
光

振
興
計
画
の
達
成
度
は
。

　
　

５
年
度
観
光
客
入
込
数

は
目
標
値
の
約
77
％
で
あ
る
。

　
　

観
光
客
や
事
業
者
に
対

す
る
観
光
窓
口
の
一
本
化
が

必
要
で
は
な
い
か
。

　
　

体
制
の
一
本
化
は
理
想

で
あ
り
、
取
組
を
進
め
た
い
。

　
　

本
市
観
光
物
産
協
会
は

従
来
事
業
に
追
わ
れ
、
物
産

や
観
光
の
開
発
な
ど
の
本
来

業
務
が
で
き
な
い
と
の
声
が

あ
る
。
D
M
O
な
ど
の
方
向

性
を
協
会
と
検
討
す
べ
き
で

は
な
い
か
。
地
域
お
こ
し
協

力
隊
の
活
用
も
検
討
し
て
は

ど
う
か
。

　
　

他
地
域
で
設
立
さ
れ
た

D
M
O
の
８
割
が
観
光
協
会

な
ど
を
母
体
と
し
て
い
る
。

本
市
に
合
っ
た
形
を
検
討
し

て
い
き
た
い
。
募
集
中
の
地

域
お
こ
し
協
力
隊
に
は
、

D
M
O
設
立
を
含
め
た
活
動

を
担
っ
て
も
ら
う
。

　
　

本
市
の
介
護
保
険
料
は

県
内
で
最
も
高
く
な
っ
て
い

る
が
、
今
後
の
見
通
し
は
。

　
　

需
要
は
今
後
も
増
加
す

る
見
込
み
だ
。
上
昇
を
抑
制

す
る
に
は
積
極
的
に
介
護
予

防
に
取
組
み
、
重
度
化
を
防

ぐ
こ
と
が
重
要
だ
。

永島順子 議員

問
観
光
地
域
づ
く
り
法
人
の
検
討
を

答
本
市
に
合
っ
た
形
を

検
討
し
て
い
く

問

問

問問

　
　
「
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
の
湯
」
が

来
年
２
月
か
ら
休
業
す
る
と

の
こ
と
で
あ
る
。
同
湯
は
長

沼
観
光
の
一
翼
を
担
う
ほ
か
、

市
民
の
利
用
も
多
く
、
憩
い

の
場
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た

本
市
と
災
害
時
の
入
浴
施
設

の
利
用
に
関
す
る
協
定
を
締

結
し
て
い
る
施
設
で
も
あ
る
。

本
市
の
支
援
に
よ
り
、
経
営

を
継
続
さ
せ
ら
れ
な
い
か
。

　
　

市
内
事
業
者
の
事
業
継

続
体
質
強
化
に
向
け
た
支
援

策
と
し
て
、
登
米
市
中
小
企

業
振
興
資
金
な
ど
の
継
続
的

な
支
援
を
行
い
、
経
営
の
安

定
と
強
化
に
取
組
ん
で
い
る
。

事
業
継
続
が
可
能
で
あ
れ
ば
、

支
援
に
取
組
む
。

　
　

全
国
的
な
不
登
校
増
加

の
原
因
を
ど
う
考
え
る
の
か
。

　
　

３
つ
の
要
因
が
考
え
ら

れ
る
。
第
１
は
、
無
気
力
な

ど
児
童
生
徒
の
心
理
的
要
因
。

第
２
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る

長
期
休
業
に
よ
り
、
登
校
の

習
慣
が
失
わ
れ
た
こ
と
。
第

３
は
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
普
及
な
ど
に
よ
る

生
活
リ
ズ
ム
の
不
調
に
よ
る

も
の
。

　
　

教
育
機
会
確
保
法
に
対

す
る
教
育
長
の
認
識
は
。

　
　

本
法
は
、
不
登
校
の
児

童
生
徒
の
意
思
や
状
況
を
尊

重
し
な
が
ら
、フ
リ
ー
ス
ク
ー

ル
な
ど
、
多
様
な
学
び
の
場

で
教
育
を
受
け
る
権
利
を
保

障
す
る
も
の
で
あ
り
、
学
校

復
帰
を
目
指
す
だ
け
で
は
な

く
、
社
会
的
自
立
を
重
視
し

た
内
容
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。

そ
の
他
の
質
問

・
登
米
市
芭
蕉
祭
俳
句
大
会

の
中
止
、
事
業
の
終
了
に
つ

い
て

首藤忠則 議員

問
「
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
の
湯
」継
続
へ
の
支
援
は

答
継
続
可
能
な
ら
ば
、

支
援
に
取
組
む

　
　

令
和
12
年
度
を
期
限
に
、

合
併
特
例
債
を
活
用
し
て
市
中

心
部
に
庁
舎
、
市
民
交
流
セ
ン

タ
ー
、
図
書
館
、
公
民
館
、
保

健
セ
ン
タ
ー
建
設
が
計
画
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
小
学
校
の
統

合
を
必
要
と
す
る
地
域
に
は
校

舎
、
統
合
給
食
セ
ン
タ
ー
、
さ

ら
に
は
主
に
過
疎
債
を
充
当
す

る
米
山
複
合
施
設
建
設
な
ど
概

ね
3
0
0
億
円
規
模
の
大
規
模

事
業
を
進
め
て
い
る
が
、
想
定

以
上
の
建
設
費
の
高
騰
に
直
面

し
、
財
政
は
大
丈
夫
か
と
心
配

す
る
声
も
聞
か
れ
る
。

　

す
で
に
、
令
和
12
年
度
ま
で

の
財
政
計
画
は
示
さ
れ
た
が
、

市
民
の
関
心
事
は
建
設
後
の
財

政
事
情
で
あ
る
。

　

市
民
の
不
安
に
寄
り
添
い
長

期
財
政
計
画
を
早
期
に
示
さ
れ

た
い
。

　
　

財
政
状
況
に
つ
い
て
は
、

広
報
や
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

で
公
表
し
て
い
る
が
、
確
か
に

現
在
の
予
算
決
算
の
概
要
の
公

表
で
は
市
の
財
政
を
理
解
す
る

の
は
難
し
い
か
も
し
れ
な
い
。

　

歳
入
歳
出
の
推
移
だ
け
で
な

く
、
こ
れ
か
ら
予
定
さ
れ
る
事

業
や
、
そ
れ
に
よ
っ
て
市
民
の

皆
さ
ん
の
生
活
が
ど
う
変
わ
る

の
か
、
し
っ
か
り
と
伝
え
て
い

く
。

　

さ
ら
に
公
共
施
設
の
老
朽

化
、
水
道
や
道
路
な
ど
の
社
会

資
本
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

も
、
財
源
や
市
の
借
金
の
情
報

を
提
供
し
、
市
民
の
理
解
と
協

力
を
得
る
た
め
に
一
層
努
め
、

周
知
、
公
表
な
ど
説
明
責
任
を

し
っ
か
り
と
果
た
せ
る
よ
う
取

組
ん
で
参
り
た
い
。

中澤　宏 議員

問
大
規
模
事
業
集
中
、
財
政
計
画
示
せ

答
説
明
責
任
を
果
た
せ
る

よ
う
取
組
む

日下　俊 議員

問
市
民
意
見
の
聴
取
と
反
映
手
法
は

答
市
民
意
向
調
査
を

定
期
的
に
実
施

問

問

問

問

問問

問問問

問問 問

市観光パンフレット市観光パンフレット

　
　

県
の
取
組
や
同
様
の
課

題
を
抱
え
る
本
市
に
と
っ
て

も
有
効
な
手
段
の
一
つ
で
あ

る
と
と
ら
え
て
い
る
。

県
や
他
自
治
体
の
取
組
も
参

考
と
し
な
が
ら
総
合
的
に
検

討
す
る
。

　
　

再
編
構
想
案
が
令
和
４

年
に
示
さ
れ
た
。
令
和
10
年

度
は
１
６
５
０
名
。
２
年
後

は
１
５
４
５
名
に
な
る
。
今

後
、
４
地
域
か
ら
３
地
域
に

絞
っ
た
再
編
に
取
組
む
事
で

学
力
向
上
と
健
全
育
成
に
つ

な
が
る
と
思
う
が
。

　
　

将
来
の
生
徒
数
に
応
じ

た
適
正
規
模
と
、
設
置
数
お

よ
び
位
置
と
あ
わ
せ
て
通
学

区
域
の
見
直
し
を
図
る
。

武田節夫 議員

問
熊
谷
市
政
３
期
目
の
意
欲
に
つ
い
て

答
市
民
の
負
託
に
応
え

職
責
を
果
た
す

問

問

問

米山中学校米山中学校

長沼温泉 ヴィーナスの湯長沼温泉 ヴィーナスの湯

市長への提言箱市長への提言箱

人口減少により統合・複合化が計画される大規模事業(一部)人口減少により統合・複合化が計画される大規模事業(一部)

週
休
３
日
制
に
つ
い
て

中
学
校
再
編
構
想
案
は

持
続
可
能
な
介
護
保
険

で
あ
る
た
め
に

不
登
校
児
童
生
徒
対
策

答答

答答

答

答答

答

答答答

答答

答

答答答答答

令
和
６
年
４
月

18
日
（
木
）
香
川
県
三
豊
市
議
会　

会
派
「
自
民
創
生
会
」

　
　
　
　

「
公
明
党
」
「
桜
の
木
」
「
七
宝
会
」

　
　
　
　

・
通
年
議
会
に
つ
い
て

　
　
　
　

・
事
務
事
業
評
価
に
つ
い
て

　
　
　
　

・
市
民
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

７
月

24
日
（
水
）
北
海
道
蘭
越
町
議
会

　
　
　
　

・
議
会
改
革
の
取
組
に
つ
い
て

　
　
　
　

・
議
会
に
お
け
る
I
C
T
の
活
用
に
つ
い
て

８
月

７
日
（
水
）
茨
城
県
筑
西
市
議
会　

福
祉
文
教
委
員
会

　
　
　
　

・
健
康
づ
く
り
宣
言
に
よ
る
住
民
参
加
型
の
取
組
に
つ
い
て

10
月

16
日
（
水
）
宮
城
県
大
和
町
議
会　

社
会
文
教
委
員
会

　
　
　
　

・
登
米
市
子
ど
も
・
子
育
て
条
例
に
つ
い
て

17
日
（
木
）
愛
媛
県
西
予
市

　
　
　
　

・
議
会
改
革
の
取
組
に
つ
い
て

11
月

７
日
（
木
）
石
川
県
野
々
市
市
議
会　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　

・
議
会
改
革
推
進
会
議
の
調
査
、
事
務
事
業
評
価
、
政
策
形

　
　

成
能
力
や
議
員
間
討
議
の
考
え
方
、
取
組
に
つ
い
て

　
　
　
　

・
通
年
議
会
の
導
入
経
緯
と
運
用
に
つ
い
て

　
　
　
　

・
意
見
交
換
会
の
実
施
に
つ
い
て

令
和
７
年
１
月

14
日
（
火
）
宮
城
県
石
巻
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会

　
　
　
　

・
登
米
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

行
政
視
察
受
入
状
況

行
政
視
察
受
入
状
況

み
と
よ

ら
ん
こ
し

ち
く
せ
い

の
の
い
ち

い
し
の
ま
き

た
い
わ

せ
い
よ
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の
ご
指
摘
を
い
た
だ
き
な
が

ら
の
発
行
だ
っ
た
と
感
じ
ま

す
。

　

こ
れ
か
ら
も
議
会
活
動
を

市
民
に
伝
え
る
た
め
の
紙
面

づ
く
り
に
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
鈴
木　

実
）

広
報
広
聴
委
員
会

委
員
長　

佐
々
木
好
博

副
委
員
長　

伊
藤　

善
博

委　
　

員　

熊
谷　

康
信

〃  　
　

浅
田　

琢
哉

〃  　
　

遠
藤
真
理
子

〃  　
　

鈴
木　
　

実

〃  　
　

永
島　

順
子

〃  　
　

曽
根　

充
敏

〃  　
　

岩
淵　

正
宏

議　
　

長　

 

関　
　
　

孝

　

議
会
だ
よ
り
の
編
集
に
携

わ
り
、
早
４
年
に
な
ろ
う
と

し
て
い
ま
す
。

　

読
者
が
手
に
と
り
た
く
な

る
、
読
者
に
伝
わ
る
議
会
だ

よ
り
を
め
ざ
し
て
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
に
力
を
尽
く
し
て
き
ま

し
た
。

　

広
報
広
聴
委
員
会
の
一
人

と
し
て
、
議
会
運
営
や
条
例

の
読
み
解
き
、
市
民
に
伝
え

る
役
割
の
大
き
さ
を
学
ぶ
機

会
を
与
え
て
い
た
だ
い
た
と

い
う
実
感
で
す
。

　
「
あ
と
が
き
」
は
２
度
目

と
な
り
ま
す
が
、
広
報
広
聴

の
委
員
同
士
が
切
磋
琢
磨

し
、
迷
い
、
悩
み
、
市
民
の

み
な
さ
ん
や
先
輩
議
員
か
ら

　雪が降る中、冬景色を見つめている人物を描きました。この絵
では、色使いを工夫することによって、冬の寒さを表現しようと
しました。頰や手の肌の赤み、吐く息の白さはもちろんですが、
一番工夫したのは空の色です。水色だけでなく紫を入れ、空の色
と全体の色を合わせることで絵に統一感を出し、違和感のないグ
ラデーションに調整しました。
　冬は、他の季節に比べて幻想的な景色が多いように思います。
中でも、夕暮れ時に雪と夕日が輝き合う景色がとても好きです。
めったに見ることができない景色ですが、キラキラと光る中に佇
んでいる時は、まさに幻想的です。これからも、いろいろな景色
を目と心に焼き付け、表現していきたいと思っています。

登米総合産業高等学校 １年　阿部　凜子
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議会からのお知らせ議会からのお知らせ議会からのお知らせ

　本会議はインターネット中
継でご覧になれます。
　ご不明な点等がございまし
たら議会事務局までお問合せ
ください。

2月定期議会
開 会 中

スマホで！

表
紙
の
絵
に
つ
い
て

議
場
で
市
民
歌
・
校
歌
斉
唱

議会中継 facebook

タイトル：冬のカレンダー

　

登
米
市
議
会
で
は
、
そ
の
年
、
最

初
の
議
会
に
先
立
ち
、
市
民
歌
を
斉

唱
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
７
年
は
米
山
東
小
学
校
５
・

６
年
生
37
名
の
皆
さ
ん
に
斉
唱
し
て

い
た
だ
き
、
そ
の
後
、
議
会
を
傍
聴

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

素
敵
な
歌
声
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

（
１
月
15
日
）

あ　べ りん こ
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め
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議
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